
Journal of the Faculty of Agriculture SHINSHU UNIVERSITY Vol.47 No.1・2(2011)

水稲種もみの温湯消毒法
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要 約 農業による環境負荷低減が叫ばれる近年，水稲栽培技術のうち種子消毒において化学合成農薬を

使用しない技術として60℃の温湯に10分間浸漬する温湯消毒法が急速に普及している。本報では，温湯消

毒技術およびそのわが国における普及状況と栽培におよぼす影響について，これまで報告されている知見

をまとめて紹介する。2008年におけるわが国での温湯消毒技術の普及率は約10％（17ha）と推定された。

60℃，10分という処理条件で，ほとんどの水稲種子伝染性病虫害の防除に効果があることが示されている。

しかし，温湯消毒法では，吸水を２時間以上行った種子，貯蔵期間の長い種子，発芽率の低いロットの種

子，ジャポニカ品種およびインディカ品種とも一部の品種で発芽率の低下が報告されている。また，発芽

率には影響がなくとも出芽率には影響をおよぼすケースもあり，遺伝的に多様な品種に処理する場合は，

注意が必要である。その一方で発芽・出芽促進効果もみられ，種子のフィールドパフォーマンスを高める

技術として発展する可能性を十分秘めている。大型の処理装置の開発も進み，廃液処理が不要である本技

術は，今後国内での普及が予想されるほか，海外への普及も期待される。
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１．は じ め に

古くから，「苗半作」といわれるように，水稲栽

培にとって良い苗を生産することは，収量の確保に

大変重要である。そして，良い苗の生産は，良い種

もみの準備から始まる。その最たるものが「種子消

毒」といえるだろう。

水稲栽培における種子消毒は，多くの農家では低

濃度の薬液に24時間程度浸漬処理する方法で行って

いる。種苗・育苗センターなどで大量の種子を消毒

する場合には，専用の種子消毒機で希釈薬液を種子

に直接吹き付けるか，種子を攪拌しながら希釈薬液

を均一に付着させる方法がとられる。このように化

学合成農薬による消毒は，均一かつ大量の処理が可

能で，また最も肝心なことであるが播種後の生育障

害の心配がない。しかし，処理後の廃液および使用

器具の洗浄液による環境負荷が懸念されている。

近年減農薬の水稲栽培が進むなか，化学合成農薬

を使用しない種子消毒法として，微生物農薬による

消毒と，本報の主題である温湯消毒法が急速に普及

している。

微生物農薬による種子消毒とは，化学合成農薬の

ように病原菌自体を殺菌するのではなく，イネには

無害な微生物を種子表面に病原菌より早く増殖させ

病原菌の増殖を防ぐものである。水稲では2010年10

月現在，主成分を細菌（バチルス属）または糸状菌

（タラロマイセス属，トリコデルマ属）とする３剤

が市販されている。微生物農薬は化学合成農薬と違

って，連用しても薬剤耐性菌が出現しないというメ

リットがあるが，生きている微生物自体が剤である

ため，有効期限が短いなど剤の保存性に多少難があ

る。最近は常温保存性を高めるなど，環境にやさし

いだけでなく，使い勝手もよくなっている。使用後

は化学合成農薬同様，廃液処理が必要である。日本

農業新聞によれば，微生物農薬で消毒した種子の

2007年の作付面積は８万へクタール強（水稲作付面

積の約５％）が見込まれており，農薬散布回数にカ

ウントされないこともあり，有機栽培（全く化学合

成資材を使用しない）や特別栽培（化学合成農薬と

化学肥料の使用量が慣行の50％以下）が広がるなか

で，化学合成農薬による種子消毒を微生物農薬によ

る消毒に切り替えれば農薬の使用成分回数を２～３

カウント減らせるので，その導入メリットは大きい

だろう。利用は着実に増えている（2007年４月４日

掲載記事）。

一方，温湯による種子消毒とは，種子を60℃の温

湯中に10分間浸けておく消毒法である。廃液処理が
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不要で，人間にも環境にもやさしい手法である。正

確な温度制御のできる処理機が開発・商品化された

1999年以降確実に広がりを見せ，2007年現在，温湯

消毒した種子の作付面積は17万ヘクタール以上（水

稲作付け面積の約10％）と推定されている 。著者

らが行った新潟県内の水稲有機栽培農家を対象とし

たアンケートでも，温湯消毒を取り入れている農家

が69％と，微生物農薬を使用している農家（10％）

を大きく引き離しており ，有機および特別栽培に

おける種子消毒法として，剤の管理や排液処理が不

要で処理に関する作業の手間のより少ない温湯消毒

技術への期待はますます大きくなっている。

温湯消毒法は種子消毒を目的として開発されたも

のである。しかし，60℃という温度は，生物にとっ

てダメージを与えかねない温度である。もちろん

60℃，10分の温湯消毒を施しても発芽に影響しない

ことは多くの研究で確認されているが，昨今多様な

遺伝的背景や様々な由来をもつ種子の需要が広がる

なかで，それらすべてに一律に60℃，10分の処理を

適用すべきかどうかは議論の余地がある。また今後，

温湯消毒をさらに多くの生産者に安心して受け入れ

てもらうためにも，種子の播種後の生育に対する影

響は慎重に検討されるべき事柄であろう。

そこで本報では，人間にも環境にも優しい温湯消

毒法の消毒効果の有効性を確認するとともに，温湯

処理種子の播種後の生育におよぼす影響を紹介した

い。

２．わが国で行われている水稲種もみ温湯消毒法の

確立過程とその防除効果

温湯を利用した消毒法は，ムギでは古くから知ら

れている種子消毒法であり，裸黒穂病の防止を目的

として広く行われてきた 。その他，ムギ類なまぐ

さ黒穂病，堅黒穂病，オオムギ斑葉病などの防除に

も有効であることが知られている。具体的な処理方

法は，６時間程度冷水に浸種したのち，コムギでは

51℃，オオムギでは47～48℃の温湯に１分程度浸し

種子全体を温めた後，コムギは55℃，オオムギは

52℃の温湯に５分間浸し，処理後はただちに冷水で

冷却するというものであり，「冷水温湯浸法」と呼

ばれている。温湯処理前に冷水に浸すのは，吸水さ

せることで，種子中で休眠している裸黒穂病の菌糸

の熱に対する抵抗力を弱めることと，種子の熱伝導

度を高めるためとされる。浸種時間が長すぎると，

発芽障害の危険性が高まるので注意が必要である。

とくに，オオムギではこの傾向が顕著であり，温湯

処理前に行う浸種時の水温と浸種時間が細かく設定

されており，10℃の時は６時間，18℃の時は３時間，

24℃の時は2.5時間が目安である 。

このような，熱を利用した種子消毒法は当然，水

稲についても検討された。ムギの温湯消毒法を参考

に，冷水浸種→温湯処理→冷水冷却の過程で行った

場合，60℃の温湯に５分間浸すだけで発芽障害が認

められた 。その後，安全な発芽を確保するために，

冷水浸種過程の省略や好適な処理温度の探索など，

温湯処理条件の確立に向けて様々な検討がなされた。

ただし，これらの試験は少量の種子を用いたもので

あり，実用化を想定した大量種子を用いた試験は行

われなかった。

1999年に0.1℃単位で温度を制御できる200リット

ルの恒温水槽を持つ温湯浸漬処理装置（湯芽工房，

㈱タイガーカワシマ，栃木県）が開発・発売され，

これを機に温湯消毒法の実用化レベルでの検討が急

速に進んだ。たとえば早坂ら は，この処理装置を

使い，58℃，20分あるいは60℃，10分の処理でいも

ち病，ばか苗病，苗立枯細菌病に対して発病抑制効

果のあることを示した。現在用いられている温湯消

毒の一般的な作業手順は以下の通りである。乾もみ

もしくは塩水選後１時間以内の種子を60℃の温湯に

10分間浸漬させる。浸漬直後に数回上下させて均一

な温度上昇を図り，浸漬終了後は直ちに流水で冷却

する。そのまま浸種工程に入る場合もあるが，乾燥

させることもできる。一度に処理できる適正な種子

量は温湯180リットルあたり８キログラムであり，

これ以上だと温度制御が難しくなる。温湯消毒のコ

ストは，JA余目町（山形県）の試算によると，種

もみ１キログラムあたり36円で，個人で化学合成農

薬（たとえばプロクロラズ乳剤）を使用した場合と

同等である 。さらに，2004年頃からは大型の装置

が JAなどの大きな組織へ導入され，温湯消毒種子

の供給体制が確立しつつある。

表１ に，温湯消毒法の防除効果を検討した試験

について，病虫害ごとに，発病を抑制できた処理温

度，処理時間をまとめた。現在も使われている60℃，

10分でほとんどの種子伝染性病虫害の防除が可能で

あることが分かる。なお，わが国以外で水稲の種子

消毒に温湯を利用している例は多くはないが，東南

アジア諸国連合（ASEAN）では輸出入用の種もみ

に対する温湯処理を推奨しており，この場合，処理

基準を52～57℃，15分と定めている 。わが国の条

件より明らかに低い温度設定であるが，ASEAN基

準の場合，温湯処理だけでは不十分で，温湯処理後
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に薬剤処理を行うのが前提となっている 。

わが国では温湯消毒の処理条件は60℃，10分処理

でほぼ固定しているが，最近ではその防除効果に限

界があると指摘する研究がみられるようになった。

たとえば実防除面積，発生面積とも大きくはないが，

イネの細菌性病害に対して，とくに保菌率が高い場

合に温湯消毒だけでは防除が十分でないとされ，中

でもイネ褐条病に対する防除効果の低さが指摘され

ている 。そこで，それを化学合成農薬以外の資材

で補う策として，食酢の併用処理が提案されてお

り ，その他にも食品添加物である重曹や炭

酸ナトリウム，食品である粉わさびなどの併用処理

も模索されている 。また，有機 JAS規格には

適合していないが，酸性電解水による処理 も検

討されている。しかし，採取圃産種子のように保菌

率の低い種子を用いる限り，60℃，10分の温湯処理

が実用上十分な防除効果を発揮すると推察される。

３．わが国における温湯消毒技術の普及状況

現在，温湯消毒技術は本格的な普及期を迎えてい

る。著者らはその普及状況を全国規模で把握するた

め，47都道府県のすべてを対象に，各県の県庁，病

害防除所，普及センターおよび関連機関に電話で聞

き取りを行い，各地で個別に行われていた調査をと

りまとめ，普及状況の全体像を明らかにした 。

データの多くは，各県の普及指導員が行った温湯

消毒種子作付面積に関する聞き取り調査に基づいて

おり，29県についてはこれを県全体の推定値として

まとめた。また，表中で＊をつけた５県では，有機

JASないし県独自の特別栽培農産物の認証制度に

参加している農家データや無消毒種子販売量をもと

に温湯消毒普及面積を推定した。

調査結果（表２ ）をみると，全国の温湯消毒技

術普及率は約10％であり，およそ17万 haの圃場で

温湯消毒種子が作付けされていた。県別にみると，

きわめて普及率が高かったのが，宮城県（2007年温

湯消毒種子普及率60％，全国１位）と鳥取県（同48

％，全国２位）の２県であった。これら２県の普及

状況をみてみると，宮城県，鳥取県ともに JAによ

る組織的な温湯消毒の導入があげられる。両県とも

に導入初年度は先に紹介した８kg処理タイプの小

型温湯消毒機からのスタートではあるが，その後，

大規模施設に大型の全自動型の温湯消毒機（例；１

時間当たり600kg処理タイプ，図１）が設置され，

全県をあげて温湯消毒法の普及に取り組む体制が確

立されていた。次いで普及率が高い（10～20％台）

グループは11県あり，これには水稲作付面積が最も

多い新潟県（22％）が含まれていた。普及率が10％

未満で，限られた農家のみに普及しているグループ

は21県であった。この調査により，温湯消毒の普及

は水稲作付面積の多い東北・北陸地域で進んでおり，

いわゆる米どころにおいて組織的に導入されている

ことがうかがえた。

岡部ら：水稲種もみの温湯消毒法

表１ 水稲の種子伝染性病虫害と防除効果のある温湯処理条件

病名 処理温度（℃) 処理時間（分） 報告研究機関

58 20 山形農試庄内支場
苗いもち病

60 10～15 長野農試，山形農試庄内支場

58 15～20 山形農試庄内支場

60 10～15 長野農試

ばか苗病 60 8～10 宮城農業センター

62 10 長野農試

63 5～8 宮城農業センター

60 10～15 埼玉農試

もみ枯細菌病 60 15 長野農試

60～62 10 滋賀県農業総合センター

60 5～ 宮城農業センター
苗立枯細菌病

57～62 10 滋賀県農業総合センター

褐条病 60 10 長野農試，滋賀県農業総合センター

イネシンガレセンチュウ 60 5 茨城県農業総合センター
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表２ わが国の温湯消毒推定実施面積および推定普及率

全 国

都 道 府 県
作付面積(ha)

温 湯 消 毒

普及面積(ha)

温湯消毒普

及率(％)

普及実績

調 査 年

全 国 1,675,378 167,553 10.0 ―

新 潟 120,700 26,260 22.0 2007

北 海 道 116,000 7,000 6.0 2007

秋 田 94,100 4,037 4.3 2007

福 島 82,600 8,260 10.0 2007

茨 城 78,200 1,640 2.1 2007

宮 城 76,700 46,020 60.0 2007

山 形 71,700 9,178 13.0 2005

栃 木 ＊ 67,200 150 0.2 2007

千 葉 62,900 1,887 3.0 2007

岩 手 60,000 7,200 12.0 2006

青 森 52,200 1,027 2.0 2007

熊 本 ＊＊ 41,000

富 山 40,600 5,600 13.8 2007

福 岡 40,000 8,000 20.0 2007

兵 庫 40,800 1,290 3.2 2005

埼 玉 37,000 8,000 21.6 2007

長 野 36,200 8,733 24.1 2007

岡 山 34,200 4,857 14.2 2007

滋 賀 ＊＊ 33,900

愛 知 ＊＊ 31,900

三 重 32,200 4,000 12.4 2006

佐 賀 ＊＊ 28,100

福 井 27,500 275 1.0 2007

石 川 26,700 2,937 11.0 2007

広 島 ＊＊ 26,700

大 分 26,200 860 3.3 2006

岐 阜 ＊＊ 25,300

鹿 児 島 ＊＊ 25,300

山 口 24,000 440 1.8 2007

宮 崎 ＊＊ 21,000

島 根 ＊ 19,900 570 2.9 2007

群 馬 18,800 800 4.3 2007

静 岡 ＊＊ 18,300

京 都 16,100 537 3.3 2007

愛 媛 ＊＊ 16,000

香 川 15,000 23 0.2 2007

長 崎 14,600 13 0.1 2007

鳥 取 14,100 6,830 48.4 2007

徳 島 14,000 350 2.5 2007

高 知 ＊ 13,800 185 1.3 2007

奈 良 ＊ 9,770 47 0.5 2006

和 歌 山 ＊＊ 7,890

大 阪 ＊ 6,210 328 5.3 2007

山 梨 5,520 208 3.8 2007

神 奈 川 3,280 11 0.3 2007

沖 縄 ＊＊ 1,020

東 京 ＊＊ 188

作付面積は農林水産省HPにある平成17年産，平成18年産または平成19年産水稲の作付面積お

よび予想収穫量（10月15日現在）による。都道府県の並び順は作付面積の多い順。

＊は有機 JAS認証および県独自の特別栽培農産物認証制度に参加している農家データや無消毒

種子の販売量をもとに温湯消毒普及面積を推定した県。

＊＊は調査をしていない県。
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４．わが国で行われている温湯消毒が水稲種子の播

種後の生育におよぼす影響

当然のことではあるが，前項でみた防除効果に関

する試験と並行して，温湯消毒が種子の播種後の生

育におよぼす影響について検討がなされてきた。こ

の場合，ほとんどの試験では水で湿らせたろ紙をシ

ャーレに敷き，その上に播種して温度25～30℃下に

置き，３～14日後までに幼芽が出現した種子の割合

を示す「発芽率」が測定され，温湯消毒の影響が評

価された。多くの品種を用いた試験の結果，温湯消

毒法の作業手順を確実に守れば，ほとんどの場合90

％以上の発芽率を確保できた（表３ ）。これ

らの検証作業を通じて明らかになったことの一つは，

発芽率を低下させる要因として，処理前種子の水分

含量が重要であるという点である。たとえば吸水を

２時間以上を行った種子に60℃，10分の温湯処理を

行うと，発芽率は90％以下に低下する 。これは，

ムギ類の場合と同様，吸水により種子内部に熱が伝

わりやすくなるためである。このため水稲の場合，

乾もみを使用するか，塩水選などで水に浸したもみ

では浸種開始１時間以内に温湯消毒を行うことが求

められる。この他に，採種後の貯蔵期間の長い種

子 や，もともと発芽率の低いロットの種子 ，ま

たジャポニカ品種 とインディカ品種 とも一

部の品種では温湯消毒による発芽率の低下が確認さ

れており注意が必要である。ただし，大勢としては，

「発芽率のデータから判断して実用上ほとんど問題

なし」，という結論が引き出されている。

しかし，シャーレに播種して発芽率を求める方法

で十分な検証作業といえるであろうか。遺伝的多様

性が小さい場合はこれで十分かもしれないが，水稲

栽培の実際の場面から考えると，発芽率だけで判断

するのは早計であろう。土壌中に種子を播種し，土

壌表面上から幼芽が出現した率（出芽率）の調査が

少なくとも必要である。実際，消毒を目的とした温

湯処理（57℃，30分）により，発芽率に変化はない

が，出芽率が低下する品種がある 。著者らが，遺

伝的に多様な品種の種子に60℃，10分の温湯処理を

施し，ポットに播種後15℃の低温下で出芽試験を行

った 結果でも，一部のヨーロッパ品種において，

発芽率には影響がみられなかったが，出芽率は15％

以上低下した。わが国以外の地域でも温湯処理の普

及を考えるならば，品種ごとに処理条件を検討して

いかなければならず，その際，シャーレではなく圃

場レベルでの生育，いわば種子のフィールドパフォ

ーマンスを確認すべきである。温湯消毒を生産者が

安心して導入できる技術にするためにも，圃場レベ

ルでの検証は欠かせない作業と思われる。

５．温湯消毒のもうひとつの効果―フィールドパフ

ォーマンスを高める―

前項で，60℃，10分の温湯消毒が種子の播種後の

生育を低下させる危険性を指摘した。一方，播種前

の種子に熱処理や吸水処理を行うことは，一般には

発芽・出芽を促進する手法として，野菜をはじめと

する多くの種子で使われている。そこで本項では，

温湯消毒法の発芽・出芽促進技術としての発展の可

能性について言及してみたい。

水稲種もみにおいて，発芽促進を意図して，播種

前の種子に熱処理や吸水処理を行い，その効果を検

討した事例として，乾熱処理 と，高温湿潤処

理 がある。

楠田ら は，種もみを50℃で５日間乾熱処理する

ことで，一部のジャポニカ品種で発芽率が80％以上

になるまでの日数（発芽速度）が４日早くなり，タ

カナリにおいては無処理の場合約40％だった発芽率

が処理によりほぼ100％に増加することを報告して

いる。さらに，山内 は，乾熱処理（50℃，１日

～１週間）の前に浸種（25℃，１日～１週間）と催

芽（25℃，保湿状態，半日）を行った活性化種子を

用いることで，発芽速度を高め，湛水直播栽培時の

浸種および催芽時間の短縮が図れると報告している。

一方，著者ら は，井之上 の報告を参考に，種

もみを25℃で14時間浸種後，種子の水気を良く拭き

取りビーカーに入れ密閉し（保湿状態），40℃のイ

ンキュベータ内に10日間入れる高温湿潤処理を行っ

た。その結果，栽培温度20℃，播種深度３cm条件

下では出芽開始日が２日，播種深度５cm条件下で

図１ 鳥取県 JA鳥取いなばに導入された I社製全自

動型の温湯消毒装置。
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表３ 水稲種もみに対する60℃，10分の温湯消毒法が発芽率におよぼす影響

収穫後経過年数 うるち，糯，酒米の別 品種 発芽率 試験機関

98 1

あきたこまち 89 4

97 4

91 4
いわてっこ

87 4

91 4
かけはし

96 4

キヨニシキ 90 1

96 1
うるち コシヒカリ

94 2

99 1
ササニシキ

93 4

どまんなか 97 1

はえぬき 93 1

100 1

１年（試験前年産） ひとめぼれ 98 4

97 4

雪化粧 95 1

伊那糯15号 100 3

カグヤモチ 98 4

こがねもち 71 1

でわのもち 97 1

81 1

糯 ヒメノモチ 62 4

91 4

みすずもち 100 3

もちひかり 99 3

もち美人 94 4

金紋錦 98 3

酒米 ひとごこち 97 3

美山錦 99 3

あきたこまち 99 3

キヌヒカリ 99 3

きらりん 94 3
うるち

コシヒカリ 100 3

たかねみのり 80 4

２年 ひとめぼれ 100 3

カグヤモチ 99 3

糯 しらかば錦 95 3

ながのもち 94 3

酒米 モチミノリ 100 3

秋晴 100 3

うるち いなひかり 93 3
３年

ゆめしなの 95 3

糯 カグヤモチ 42 4

４年 うるち ハナエチゼン 98 3

６年 うるち ながのほまれ 100 3

こいひめ 95 3
７年 うるち

トドロキワセ 99 3

９年 うるち しなのこがね 97 3

※ 研究機関
１）山形県農試庄内支場 ２）新潟県農業総合研究所 ３）長野県農事試験場
４）岩手農研センター
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は出芽開始日が３日早まり，出芽率は25～35％増加

した。このことから，高温湿潤処理に，とくに低温

条件や深播き条件など，出芽に不利な条件下で出芽

促進効果のあることを指摘した。高温湿潤処理は，

種子の吸水が速まることによる発芽促進効果の他に，

中茎の伸長促進効果もあり，このことにより出芽速

度が加速されたと考えられる。

乾熱処理および高温湿潤処理には，いずれも発

芽・出芽促進効果が認められるが，処理に複雑な工

程を要するため，普及は難しいと思われた。そこで

著者らは，より簡単に取り組める方法として，温湯

消毒法の利用を模索した。その結果，品種コシヒカ

リに温湯処理を施すと，栽培温度15℃下において発

芽率が90％に達するまでの日数は，およそ１日速ま

ることがわかった 。

水稲種もみの発芽・出芽促進技術は，今後，省

力・低コストを進める上で大きな期待のかかる直播

栽培において重要な意味をもつ。直播栽培では，種

子を直接水田に播くため，土質，土壌水分，温度な

どの条件が発芽・出芽に必ずしも適さない場合が大

いに予想される。これまでにも様々なアプローチで

発芽・出芽を安定させる研究が進められてきたが，

まだ十分な成果は上がっていない。環境適応性の高

い水稲種もみを，温湯消毒を利用して省力かつ低コ

ストで準備できれば，直播栽培の推進に確実に役立

つだろう。複雑な工程を必要としない温湯消毒法は，

種子のフィールドパフォーマンスを高める技術とし

て展開させる一例として注目される。

６．お わ り に

化学合成農薬に頼らない水稲栽培において，温湯

消毒法は，雑草防除における様々な代替技術に比べ，

急速に普及が進んだ。その理由として，処理方法が

簡単（お湯に浸けるだけ），片付けが簡単（廃液処

理がいらない）の２つの「簡単」を挙げることがで

きるだろう。

一方，「簡単」は落とし穴も持ち合わせている。

わが国の水稲における処理温度として提示されてい

る60℃という温度設定は，対象物（種もみ）を「生

きたまま」消毒するのには，実は相当高い温度であ

る。世界的に脱農薬の風潮が強まるなか，農薬によ

る消毒の代替技術として温湯を利用しようという試

みは，いろいろな場面，とくに収穫後の生産物に発

生する病虫害の防除において確実に増えている。こ

のなかで，水稲種もみのように「生きたまま」消毒

を行う事例に限ってみれば，そのほとんどが50℃前

後で，高くても57℃である 。当然，高温の方が

消毒効果は高まるが，対象物の品質保持を最優先せ

ざるを得ず，温度設定にはおのずと限界がある。

50℃前後の温度を利用した場合，害虫の駆除には十

分であるが，病原菌を完全に死滅させることは難し

いとされており，一般的には温湯消毒前後に薬剤処

理を併用する方法が推奨されている 。言葉を換

えれば温湯消毒だけで確実に防除効果をあげるため

には，60℃という“危険域”の温度がどうしても必

要である。

このような60℃の温度設定の意味合いを考慮すれ

ば，温湯処理という簡単な作業ではあるが，処理に

は細心の注意をもって当たらなければならない。こ

の技術が急速に普及したもう一つの要因として，処

理時の温湯の温度を「精密に」制御できる処理機の

開発があったことは忘れてはいけない。今後，この

技術を海外へ広げて行くことを視野に入れれば，生

産者が安心して利用できるように，出芽率を確実に

確保できる処理温度と処理時間の超過を見越した

“安全域”での処理条件の設定が必要だろう。さら

に，種もみの耐熱性の問題で60℃，10分が設定でき

なければ，温湯処理だけに頼るのではなく，その他

の処理との組み合わせを考えざるを得ない。しかし，

種子のフィールドパフォーマンスを高める技術とし

て発展する可能性を秘めている。

温湯消毒法は歴史を持ちながら現代のニーズに十

分応えうる，古くて最新の種子消毒法と言っても過

言ではない。今後，多様な遺伝的背景をもつ品種群

や，さまざまな由来の種子についても詳細な検討が

なされれば，エコ稲作のスタートを切る生産者の輪

をわが国だけでなく国外にまで広げられるようにな

るであろう。
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Summary
 

Recently,the negative environmental impact of agriculture has become a problem.For seed disinfec-

tion of rice,hot water treatment(HWT),which only involves the soaking of seeds in hot water(60℃)for
 

ten minutes prior to sowing,is a technology that does not use agricultural chemicals and is rapidly
 

spreading in Japan.In this report,findings to date on the use and prevalence and the effect of HWT in
 

paddy rice cultivation are presented and discussed. The current prevalence of HWT in paddy rice
 

cultivation in Japan in2008was estimated to be about10% (17ha).To control most seed-borne pathogens
 

of rice,soaking seeds in60℃ water for ten minutes has been shown to be effective.However,a decrease
 

in the rate of germination caused by HWT is reported when seeds are soaked for two hours or longer,

when it is applied for seeds stored for a long period,when a seed lot with a low germination rate were
 

used,or when the seed of some cultivars of both Japonica and Indica were used.On the other hand,HWT
 

does increase germination rates of some cultivars were increased by HWT.Therefore,such stimulatory
 

effects of HWT offer great hope for enhancing seed performance.It is expected that other countries will
 

adopt HWT in the future.
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